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り
ま
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「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」は
、す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
等
し
く
保
障
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」な
ど
に
基
づ
い
て
、平
成
27
年
度
か
ら
本
格
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
月
号
で
は
、新
制
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

れ
ま
で
は
幼
稚
園
と
保
育
所
の
２
つ
が

多
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。新
制
度

で
は
、幼
稚
園
と
保
育
所
に
加
え
て
、両

方
の
良
さ
を
あ
わ
せ
持
つ「
認
定
こ
ど

も
園
」を
普
及
し
て
い
き
ま
す
。認
定
こ

ど
も
園
は
、保
護
者
の
就
労
状
況
に
か

か
わ
り
な
く
、教
育
と
保
育
を
一
緒
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、０
〜
２
歳
児
を
少
人
数
で
預

か
る
地
域
型
保
育
事
業
を
新
た
に
開
始

し
、身
近
に
利
用
で
き
る
保
育
の
場
を

確
保
し
ま
す
。

※ 

す
べ
て
の
幼
稚
園
が
、新
制
度
に
移

行
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実

　

新
制
度
で
は
、共
働
き
家
庭
だ
け
で

な
く
、す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
ま
す
。家
庭
で
子
育
て
を
す
る
保
護

者
も
利
用
で
き
る「
一
時
預
か
り
」や
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
相
談
な
ど
が

受
け
ら
れ
る「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
」

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

保育の必要な事由（※）
▶就労 ▶妊娠、出産 ▶保護者の疾病、障害 ▶同居または長期入院な
どをしている親族の介護・看護 ▶災害復旧活動 ▶求職活動（起業準備
を含む） ▶就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む） ▶虐待や
DVのおそれがあること ▶育児休業取得中に、すでに保育を利用して
いる子どもがいて継続利用が必要であること ▶その他、上記に類する
状態として市が認める場合

※ 同居の親族が子どもを保育できる場合、利用の優先度が調整される場合
があります

幼稚園に直接利
用の申し込みを
します

（表1）
申込みから利用先の決定までの流れ

①幼
稚
園（
現
行
の
制
度
）

の
利
用
を
希
望

幼
稚
園（
新
制
度
）

な
ど
の
利
用
を
希
望

保
育
所
な
ど
の

利
用
を
希
望

幼稚園などに直
接利用の申し込
みをします

幼稚園などから
入園の内定を受
けます

幼稚園などをと
おして利用のた
めの認定を申請
します

幼稚園などをと
おして市から認
定証が交付され
ます

幼稚園な
どと契約
します

幼稚園から入園の内定を受けます 幼稚園と
契約しま
す

市に「保育の必要
性」の認定を申請
します

市から認定証が
交付されます

保育所などの利
用希望の申し込
みをします

申請者の希望、
保育所などの状
況により、市が
利用調整します

利用先の
決定後に
契約しま
す

② ③

①

①

④

②

②

③

③ ⑤

⑤④

※利用希望の申し

　込み③も同時に

　できます

（定員超過の場合に

は面接などの選考

あり）

（1号認定）

（2号認定・3号認定）

（希望する施設名な

どを記載）

認定区分 利用先 条件など

1号認定
・幼稚園（新制度）
・認定こども園

・子どもが満3歳以上
・教育を希望

2号認定
･保育所
・認定こども園

・子どもが満3歳以上
・保育所などでの保育を希望
・「保育の必要な事由」に該当

3号認定
・保育所
・認定こども園
・地域型保育事業

・子どもが満3歳未満
・保育所などでの保育を希望
・「保育の必要な事由」に該当

新制度の 3つの認定区分 （表2）

な
ど
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

利
用
の
流
れ

利
用
の
流
れ

　

新
制
度
で
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
を

利
用
す
る
場
合
、市
か
ら
３
つ
の
認
定

区
分
の
い
ず
れ
か
の「
認
定
」を
、受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す（
表
１
・
表
２
を
参

照
）。認
定
区
分
に
応
じ
て
、幼
稚
園
や

保
育
所
な
ど
の
利
用
先
が
決
ま
っ
て
い

き
ま
す
。そ
の
た
め
、保
育
所
な
ど
で
の

保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
保
育
の
必

要
な
事
由
」（
※
）に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

新
制
度
は
、27
年
度
か
ら
本
格
的
に
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、入
園
手
続
き

の
時
期
や
流
れ
は
、こ
れ
ま
で
と
大
き

な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。詳
細
は
、今
後

広
報
さ
や
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案

内
し
ま
す
。

問合せ保育課内線1531 学務課内線5654 こども課内線1536
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に
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笑
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平
成
24
年
８
月
、日
本
の
子
ど
も
・
子

育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」は
、こ
の
法
律
と
、

関
連
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、幼
児
期

の
学
校
教
育
や
保
育
の
量
の
拡
充
・
質

の
向
上
と
、地
域
の
子
育
て
支
援
を
進

め
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
達
が
、笑
顔
で
成

長
し
て
い
く
た
め
に
、そ
し
て
、す
べ
て

の
家
庭
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
、育

て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
新
制

度
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

主
な
ポ
イ
ン
ト

主
な
ポ
イ
ン
ト

増
え
る
教
育
・
保
育
の
場

　

小
学
校
就
学
前
の
施
設
と
し
て
、こ

授
業
料
・
保
育
料
と
支
払
先

授
業
料
・
保
育
料
と
支
払
先

【
授
業
料
・
保
育
料
】

　

新
制
度
で
の
授
業
料
・
保
育
料
は
、保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
支
払
額
が
決
ま

り
ま
す
。授
業
料
・
保
育
料
の
支
払
額
は
、

現
行
の
負
担
水
準
や
保
護
者
の
所
得
に

応
じ
、国
が
定
め
る
基
準
を
上
限
に
市
が

決
定
し
ま
す
。た
だ
し
、現
行
の
制
度
を

利
用
す
る
私
立
幼
稚
園
の
授
業
料
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

【
支
払
先
】

　

新
制
度
で
の
契
約
や
支
払
先
は
、利

用
施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。認
定

こ
ど
も
園
・
私
立
幼
稚
園
・
地
域
型
保
育

事
業
を
利
用
す
る
場
合
は
、施
設
・
事
業

者
と
契
約
し
、授
業
料
・
保
育
料
を
支
払

い
ま
す
。ま
た
、公
立
幼
稚
園
・
保
育
所

を
利
用
す
る
場
合
は
、市
と
契
約
し
、授

業
料
・
保
育
料
を
支
払
い
ま
す
。

地域
で子
育

てを
応援
し

ます
！

認定こ
ども園

の普及
を図り

ます！

待機児
童を

解消し
ます！

※市が必要に応じて

　利用を支援します


